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1 目　的

2 主　催 3 後　援

•保育及び子ども政策の動向や保育所における新しい課題を踏まえ、今後の保育所の運営について

理解する。

•幼保連携型認定こども園運営の現状と課題を学び、保育所が移行する際の留意事項について理解を

深める。

•保育者の専門性を生かした保護者支援の意義と役割について学ぶ。

•児童虐待対策の現状を理解し、保育所での対応について学ぶ。

•保育所における人材育成の課題を理解し、保育及び保育所職員の資質の向上、職員の協働性を高める

ための共に育ち合う環境・職場づくりについて討議する。

7 経　費
⑴　研修会参加費として16,800円【参考資料その他の雑費として3,000円、昼食費として2,100円

（ 2回）、会場費として11,700円】を受講票送付の際に指定する口座にお振込ください。

⑵　交通費及び宿泊費は自己負担になります。

社会福祉法人　日本保育協会 厚生労働省

4 対　象 5 定　員
保育所長の経験年数５年以上の保育所長 200名（１施設から１名まで）
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6 日程及び会場
＜日　程＞　平成25年 2月20日（水）～ 22日（金）の 3日間

＜会　場＞　TKPガーデンシティ品川

（SHINAGAWA　GOOS　1階）

〒108-0074　東京都港区高輪3－13－3　

電話：03－5449－7300番

○電車：JR品川駅・京急線品川駅下車、高輪口より徒歩約３分

平成24年度

実 施 要 領
 保育所中堅保育所長研修会
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8 研修内容

9 日程表

研　修　科　目 研　修　内　容 時　間

講義
１時間30分

講義
１時間30分

講義・討議
３時間

講　師　名
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保育所の
新しい課題への対応
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保育所の保護者支援認定こども園の運営の現状と課題

保育所の
新しい課題への対応

保育・子ども政策
の動向

平成25年
2月20日（水）

第
２
日

休　

憩

休　

憩

保育所は児童虐待にどう対応するか 保育所の人材育成

※講義日程は変更になる場合がございます。

休　

憩

平成25年
2月21日（木）

第
３
日

平成25年
2月22日（金）

保育・子ども政策の
動向

保育所の人材育成

・保育所の関係法令と
ガイドライン

・保育所の第三者評価

厚生労働省雇用均等・児童
家庭局保育課
　保育指導専門官

丸　山　裕美子

講義
３時間4

・保育所における保護者支援
・地域へ開かれた保育所づくり
・保護者との連携

武蔵大学
　教授

武　田　信　子

パネルディス
カッション
３時間

3
・認定こども園の運営の現状
・認定こども園の運営の配慮
事項

・児童虐待対策の現状の理解
・保育所での児童虐待への対応

【パネラー】
幼保連携型認定こども園
こどものもり
　園長

若　盛　正　城
社会福祉法人東明会
　理事長
認定こども園飯沼保育園

東ヶ崎　静　仁
厚生労働省雇用均等・児童
家庭局保育課
　保育指導専門官

丸　山　裕美子
【コーディネーター】

（依　頼　中）

厚生労働省雇用均等・児童
家庭局保育課

愛知東邦大学
　教授

矢　藤　誠慈郎

・保育・子ども政策の動向
・子ども・子育て新システムと
保育所

・組織マネジメントと園長の役割
・保育所の職場づくりと専門職
の倫理

講義・討議
３時間5

保育所は児童虐待に
どう対応するか

認定こども園の運営の
現状と課題

保育所の保護者支援

保育と虐待対応研究会
　事務局長
元公立保育園　園長

仁　木　やす子
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10 申込み手続
　受講申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課になります。申込書（４ペー
ジ）に必要事項をご記入の上、同主管課が指定する申込み締切期日までにお申込みください。全体の
受講者数の状況によっては受講いただけない場合もございます。その際には日本保育協会より同主管
課を通じてご連絡いたします。

※個人情報の取り扱いについて
　申込書に記載していただく個人情報は、研修の実施上必要なお申込み内容の確認、及び受講者
となった方へ受講票を送付する際に使用します。また、日本保育協会から、お申込みいただいた
方や保育所へ連絡する必要がある際に使用します。これらの目的以外には使用しません。

11 その他
⑴　本研修会は通修となりますので、宿泊は各自でご手配ください。なお、研修会場直結の宿泊施設
につきましては、受講票送付の際にご案内いたします。
⑵　受講者には日本保育協会から申込書にご記入いただいた住所あてに受講票を送付します。
⑶　研修の全課程を受講された方には修了証を発行します。
⑷　講義ごとの受講者の変更はできません。
⑸　お申込み後の受講取消しはできません。
⑹　研修期間中の途中からの受講はできません。
⑺　同伴者・付添者は、原則会場へは入場できませんので、ご了承ください。
⑻　第1日目の昼食は各自ですませてからご来場ください。第2・3日目の昼食は、お弁当をご用意して
おります。
⑼　保育所中堅保育所長研修会経費の取り扱いについては、日本保育協会が指定する㈱ＪＴＢ法人
東京法人営業新宿副都心支店に業務を委託します。

◇研修会講義の内容や実施概要に関するお問い合わせについては、下記担当者へご連絡ください。
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前 5丁目53番 1号　こどもの城13階

社会福祉法人　日本保育協会　研修部（加藤、小檜山、今井）
電　話　０３－３４８６－４４２０（研修部直通）
ＦＡＸ　０３－３４８６－４４１５
E-mail　kensyu@nippo.or.jp



平成24年度

申 込 書

保育所中堅保育所長研修会

フリガナ

お 名 前

運営主体
（該当箇所に○）

受講票発送先

住所
（該当箇所にチェック）

１．公営

（〒　　　　－　　　　　）

1．所（園）長　　　　　2．理事長

3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．民営（公設民営含む）

法 人 名
（民営のみ）

勤務先名称

ご連絡先電話番号 (　　　　　　　　　　)

現 職 名

保育所長の
経験年数

（月数切り上げ）

保育士としての
経験年数

（月数切り上げ）

年齢

歳

年 年

性　別

男  ・  女
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